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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
約
５
７
０
０
億
円
の
赤
字
決
算
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
黒
字
決
算
に
向
け
て
全
社
を
挙
げ
て
多

く
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
増
収
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
京
浜
東
北
線
の
拠
点

職
場
で
あ
る
大
田
運
輸
区
か
ら
蒲
田
駅
へ
の
新
通
路
新
設
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
社
員
説
明
の
中
で
「
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
京
浜
東
北
線
に
乗
務
す
る
仲
間
か
ら
は
「
発
足
時
に

要
求
し
た
が
却
下
さ
れ
た
話
」
「
世
間
話
で
良
い
な
と
い
う
程
度
」
「
今

の
経
営
状
況
で
必
要
な
設
備
投
資
な
の
か
」
な
ど
、
疑
問
な
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
京
浜
東
北
線
で
乗
務
す
る
仲
間
（
運
転
士
・
車
掌
１７７

名
）

が
「
蒲
田
駅
の
乗
務
員
新
通
路
（
跨
線
橋
）
新
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
現
場
で
働
く
目

線
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
新
通
路
新
設
の
一
旦
中
止
・
見
直
し
を

強
く
求
め
て
い
ま
す
。 

コストダウンを行う際は、〇〇円のコストダ

ウン削減と打ち出しますが、設備投資に関わる

設備投資については一切明らかにされており

ません。現場で苦労して稼いだ収入を不必要な

設備投資に使う必要はありません。 

大規模輸送混乱時や入場規制があった場合、

改札の通行は困難であるとの認識はあります

が、利用者はコロナ前に戻らないと様々な場で

語っていますし、輸送混乱の対策を考えるべき

であり、過剰投資であると考えています。 

現場では「赤字決算時に投資することはない」「必

要性を感じない」「今の通路に屋根を付ければ十分」

など「不必要な設備投資である」との認識であり、

会社の目的とは大きくかけ離れています。 
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
に
所
属
す
る
京
浜
東
北

線
に
乗
務
す
る
仲
間
は
、
首
都
圏
輸
送
の
最
前
線
と
し
て
安
全
・
安

定
し
た
輸
送
を
大
前
提
に
、
乗
務
労
働
の
特
殊
性
を
重
視
し
現
場

の
声
を
大
切
に
し
た
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
大
田
運
輸
区
か
ら
蒲
田
駅
へ
の
新
通
路
（
跨
線
橋
）
新
設

に
つ
い
て
社
員
説
明
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
赤
字
脱
却
を
目
指

し
て
い
る
中
で
、
本
当
に
必
要
な
設
備
投
資
な
の
か
」
と
真
摯
な
議

論
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
京
浜
東
北
線

で
乗
務
す
る
仲
間
（
運
転
士
・
車
掌
１７７

名
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
「
今
、
行
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
な
ど
、
会

社
が
考
え
て
い
る
こ
と
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
乗
務
労
働

は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
大
事
故
に
つ
な
が
る
ど
こ
ろ
か
、
命
を
奪
い
か

ね
な
い
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
「
絶
対
反
対
」
で
は
な
く
、
今
の
会
社
の
経
営
状
況
を

考
え
れ
ば
「
新
通
路
新
設
の
一
旦
中
止
・
見
直
し
で
あ
る
」
と
結
論

付
け
ま
す
！ 

乗務の合間は、次の乗務に備えるために心身が安らぐ場でなければならないと考えます。蒲田駅南

行詰所は、食事を摂る為の設備や環境が整っており、異常時対応を含めて極めて重要な場であります。

一方、大田運輸区や橋上詰所では、時間帯により手狭に感じることもあり、乗務の合間のあり方が大

きく変わってしまう懸念があります。 

大田運輸区発足後、５年が経過しましたが

今でも問題はありません。 

逆に新通路新設により現在の詰所が減築

されることから、乗務合間に影響を及ぼす恐

れが懸念されています。 


